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 論 文 名：Different hemispheric specialization for face/word recognition: A high-density ERP study 

with hemifield visual stimulation 

（顔/文字認知処理機構の異なる大脳半球特殊化:高密度脳波計を用いた半視野刺激

による事象関連電位研究） 
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論 文 内 容 の 要 旨  

 

緒言: 右紡錘状回顔領域(FFA)は顔認知処理に重要で, 左紡錘状回視覚性語形領域(VWFA)は文

字認知処理に必須である．しかし，無意識的そして意識的な顔と文字認知処理の早期視覚処理

過程を体系的に検討した報告はない． 

対象と方法: 顔と文字認知の半球間機能差を調査するため，刺激視野（左半視野，右半視野）

および刺激呈示時間（識閾下: 17 ms, 識閾上: 300 ms）を操作した．対象は健常若年成人 18 名

で，顔/物体，漢字/スクランブル文字に対する事象関連電位(ERP)（P100，Ｎ170）を，高密度脳

波計を用いて記録した． 

結果: 識閾上条件では刺激の種類に関わらず刺激視野対側 P100 の振幅は刺激同側 P100 と比較

して大きかったが, 識閾下条件ではそのような差はなかった．識閾下条件では顔/文字刺激によ

るＮ170 は誘発されなかった．識閾上条件では，物体刺激より顔刺激で N170 振幅が大きく，刺

激視野に影響されない顔認知に対する右半球特殊化が示された．しかし，文字刺激による N170

振幅は刺激種類，刺激視野，左右半球のいずれにおいても有意差を認めなかった． 

結論: これらの結果は，顔と文字認知に視覚的気づきが不可欠であることを示唆する. 半視野

刺激呈示による本研究では, 日本人の脳では右 FFA は顔認知に強い機能特殊化を示したが, 左

VWFA は文字認知に対する特殊化を示さなかった． 


